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一

は
じ
め
に

㈠

日
本
弁
護
士
連
合
会
（
以
下
、
日
弁
連
）
に
、
民
事
司
法
改
革
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
、
平
成
二
三
年
七
月
二
八
日
第
一
回

全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
同
本
部
の
委
員
構
成
は
、
日
弁
連
会
長
を
本
部
長
と
し
、
私
の
所
属
す
る
民
事
裁
判
手
続
に
関
す
る
委

員
会
（
以
下
、「
当
委
員
会
」
と
言
う
。）
や
行
政
訴
訟
セ
ン
タ
ー
、
家
事
法
制
委
員
会
、
消
費
者
関
連
対
策
委
員
会
な
ど
日
弁
連
内
の

二
〇
の
委
員
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
五
〇
名
程
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

同
本
部
の
目
的
は
、（
一
）
民
事
司
法
改
革
の
取
組
に
つ
い
て
総
合
的
な
方
策
の
立
案
、（
二
）
そ
の
た
め
の
諸
活
動
の
企
画
、

（
三
）
そ
の
企
画
を
実
行
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
市
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く
頼
り
が
い
の
あ
る
司
法
」
を
目
指
す
司
法
改
革
意
見

書
（
平
成
一
三
年
）
に
照
ら
し
て
今
日
の
現
状
を
見
た
と
き
、
刑
事
司
法
、
法
曹
養
成
等
の
改
革
に
比
較
し
て
も
民
事
司
法
の
改
革

は
十
分
な
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
民
事
司
法
全
般
に
わ
た
っ
て
そ
の
改
革
を
実
行
す
る
た
め
の
提
言
、
企
画
、
実
行

を
目
指
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
（
一
）
民
事
訴
訟
法
や
民
事
執
行
法
な
ど
の
民
事
裁
判
に
関
す
る
全
般
的
な
法
改
正
、（
二
）
行

政
訴
訟
に
関
す
る
全
般
的
な
法
改
正
、（
三
）
家
事
事
件
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
先
般
非
訟
事
件
手
続
法
及
び
家
事
審
判
法

の
改
正
が
な
さ
れ
、
現
在
、
最
高
裁
規
則
の
制
定
作
業
に
入
っ
て
い
る
、（
四
）
裁
判
官
不
足
の
問
題
解
消
な
ど
に
向
け
て
の
裁
判

所
の
人
的
、
物
的
基
盤
整
備
、（
五
）
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
拡
充
と
活
性
化
な
ど
で
あ
る
。

㈡

次
に
、
右
の
よ
う
な
取
組
を
す
る
に
至
っ
た
我
が
国
の
民
事
司
法
事
情
に
つ
い
て
触
れ
る
。

最
近
の
民
事
事
件
数
を
日
弁
連
調
べ
で
見
る
と
、
日
本
は
九
〇
万
四
五
〇
〇
件
程
で
あ
り
、
人
口
一
〇
万
人
あ
た
り
の
事
件
数
は

七
〇
八
件
と
な
る
。
こ
の
数
を
一
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
韓
国
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

八
・
二
四
倍
、
四
・
四
六
倍
、
二
・
八
一
倍
、
三
・
五
三
倍
、
三
・
一
四
倍
と
な
り
、
日
本
よ
り
は
る
か
に
民
事
事
件
数
が
多
い
こ

と
が
判
る
。
ま
た
、
裁
判
の
迅
速
化
に
係
る
検
証
に
関
す
る
報
告
書
（
概
要
）
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
二
年
に
終
局
し
た
民
事
第
一
審
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訴
訟
事
件
は
二
二
万
七
四
三
五
件
で
あ
り
、
新
受
件
数
は
、
平
成
一
八
年
以
降
急
増
し
て
お
り
、
平
成
二
一
年
は
過
去
最
多
で
あ
る

二
三
万
五
五
〇
八
件
と
な
っ
た
が
、
平
成
二
二
年
は
二
二
万
二
五
九
四
件
と
減
少
し
た
。
平
成
一
八
年
以
降
急
増
の
原
因
は
言
う
ま

で
も
な
く
、「
過
払
金
返
還
請
求
訴
訟
」
の
件
数
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
過
払
金
返
還
請
求
訴
訟
も
、
既
に
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
民
事
第
一
審
訴
訟
の
全
体
の
件
数
も
下
降
し
て
行
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
過
払
金
返
還
請
求
訴
訟
を
除
く
民
事
第

一
審
訴
訟
は
最
近
の
一
五
年
間
を
見
て
も
ほ
と
ん
ど
増
え
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

国
民
性
や
文
化
な
の
か
、
裁
判
制
度
な
の
か
、
代
理
人
で
あ
る
弁
護
士
サ
イ
ド
に
あ
る
の
か
、
本
稿
で
検
討
す
る
。

二

訴
訟
利
用
者
の
意
識
調
査
（
平
成
一
二
年
、
平
成
一
八
年
）

㈠

そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
に
、
平
成
一
二
年
に
初
め
て
民
事
裁
判
の
経
験
者
（
利
用
者
）
を
対
象
に
、
司
法
制
度
改
革

審
議
会
が
学
者
に
依
頼
し
て
、
裁
判
所
の
協
力
を
得
て
、
調
査
が
な
さ
れ
た
（
同
調
査
報
告
書
は
司
法
制
度
改
革
審
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
http://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/sihouseido/tyousa-dex.htm
l）。
同
調
査
は
、
利
用
者
は
訴
訟
に
何
を

求
め
て
い
る
か
、
訴
訟
は
利
用
者
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
か
、
訴
訟
利
用
者
は
訴
訟
経
験
を
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
、
人
々
は
裁

判
制
度
に
満
足
し
て
い
る
か
な
ど
訴
訟
利
用
者
に
対
し
て
広
範
に
か
つ
詳
細
に
そ
の
意
識
調
査
を
実
施
し
分
析
し
て
い
る
。
表
１
は

平
成
一
二
年
と
平
成
一
八
年
調
査
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
一
二
年
の
調
査
で
は
、
①
「
裁
判
制
度
は
満
足
い
く
も
の
か
」
の
質
問
に
対
し
て
は
、「
そ
う
思
う
」
と
答
え
た
人
は
、
一

八
・
六
％
で
、
逆
に
「
そ
う
思
わ
な
い
」
と
答
え
た
人
は
実
に
五
〇
・
六
％
と
、
満
足
感
の
あ
る
人
は
二
〇
％
に
も
満
た
ず
、
逆
に

不
満
感
の
あ
る
人
は
半
数
以
上
に
も
上
る
と
い
う
残
念
な
結
果
が
出
た
。
ま
た
②
「
利
用
し
や
す
い
か
」
の
質
問
に
対
し
て
は
、

「
そ
う
思
う
」
と
の
回
答
は
、
二
二
・
四
％
で
「
そ
う
思
わ
な
い
」
と
の
回
答
は
五
六
・
六
％
と
や
は
り
半
分
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
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③
「
紛
争
解
決
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
」
の
質
問
に
対
し
て
は
、「
そ

う
思
う
」
と
「
そ
う
思
わ
な
い
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
約
四
〇
％
と
拮
抗
し
て

い
る
。
四
割
の
ユ
ー
ザ
ー
経
験
者
が
、
司
法
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
と

の
印
象
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
重
い
。

㈡

そ
れ
か
ら
六
年
後
に
民
事
訴
訟
制
度
研
究
会
が
、
日
弁
連
法
務
研

究
財
団
お
よ
び
最
高
裁
の
支
援
と
協
力
の
も
と
に
行
っ
た
平
成
一
八
年
の

意
識
調
査
で
は
、
前
述
の
質
問
に
対
す
る
回
答
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

①
裁
判
の
満
足
度
に
つ
い
て
は
、「
そ
う
思
う
」
と
の
回
答
は
二
四
・

一
％
、「
そ
う
思
わ
な
い
」
と
の
回
答
は
三
六
・
八
％
、「
ど
ち
ら
と
も
言

え
な
い
」
が
三
九
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
六
年
前
の
調
査
と

比
較
す
る
と
、「
満
足
」
に
肯
定
的
な
回
答
は
五
・
五
％
増
え
、
否
定
的

な
回
答
は
一
三
・
八
％
減
少
し
て
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
満
足
度
は
四

分
の
一
程
度
と
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
②
「
利
用
し
や
す
い
か
」

の
質
問
に
対
し
て
は
、「
そ
う
思
う
」
と
の
回
答
は
二
三
・
六
％
で
、「
そ

う
思
わ
な
い
」
と
の
回
答
は
四
八
・
四
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
回
の
調

査
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
・
二
％
の
増
加
と
八
・
二
％
の
減
少
と

な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
半
数
近
く
の
人
が
利
用
し
に
く
い
と
感
じ
て

い
て
、
こ
の
傾
向
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
③
「
紛
争
解
決
機
能
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表１ 民事裁判利用者調査
裁判制度は満足いくものか

そう思う そう思わない どちらとも言えない
平成 12 年 18.6％ 50.6％ 30.9％
平成 18 年 24.1％ 36.8％ 39.1％

裁判制度は利用しやすいか

そう思う そう思わない どちらとも言えない
平成 12 年 22.4％ 56.6％ 21.0％
平成 18 年 23.6％ 48.4％ 27.9％

裁判制度は紛争解決機能を果たしているか

そう思う そう思わない どちらとも言えない
平成 12 年 39.6％ 40.1％ 20.3％
平成 18 年 45.2％ 28.0％ 26.8％



を
果
た
し
て
い
る
か
」
の
質
問
に
対
し
て
は
、
肯
定
的
評
価
は
四
五
・
二
％
、
否
定
的
な
評
価
が
二
八
％
と
、
そ
れ
ぞ
れ
五
・
六
％

の
増
加
と
一
二
・
一
％
の
減
少
と
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
裁
判
は
相
対
立
す
る
当
事
者
間
の
紛
争
解
決
機
関
な
の
で
、
当
然
、
裁

判
制
度
の
ユ
ー
ザ
ー
は
原
告
か
被
告
ど
ち
ら
か
の
立
場
で
経
験
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
当
然
な
が
ら
勝
訴
し
た
人
は
満
足
で
、
敗
訴

し
た
人
は
不
満
足
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
裁
判
で
は
、
多
く
の
解
決
形
態
と
し
て
「
和
解
」
も
あ
る
し
、
勝
訴
し
た
人
も
、

当
然
勝
つ
べ
き
な
の
に
何
故
こ
ん
な
に
時
間
が
か
か
っ
て
苦
労
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
「
不
満
」
の
人
も
い
れ
ば
、

き
ち
ん
と
審
理
さ
れ
た
結
果
と
し
て
敗
訴
に
納
得
し
た
人
も
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
裁
判
制
度
に
対
す
る
満
足
度
が
二
四

％
と
い
う
の
は
制
度
の
ど
こ
か
に
問
題
が
あ
っ
て
改
善
す
べ
き
点
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
自
然
で
あ
る
。
ま
た
同
様
に
、「
利
用

し
に
く
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
半
数
近
く
い
る
と
い
う
点
は
深
刻
に
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
日
弁
連
の
取
組
み

は
「
市
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く
頼
り
が
い
の
あ
る
司
法
」
を
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈢

こ
の
点
参
考
に
な
る
別
の
視
点
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
あ
る
。
平
成
一
二
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
複
数
回
答
）
で
、
原
告

と
し
て
訴
訟
を
提
起
し
よ
う
と
思
っ
た
理
由
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
も
の
で
、「
公
正
な
解
決
の
た
め
」
が
九
一
・
八
％
、「
自
ら
の

権
利
を
実
現
す
る
た
め
」
が
八
六
・
七
％
、「
経
済
的
利
益
の
た
め
」
が
八
四
・
八
％
と
な
り
、
訴
訟
本
来
の
目
的
の
た
め
に
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
が
、
自
ら
の
権
利
実
現
よ
り
も
、「
公
正
な
解
決
の
た
め
」
と
い
う
回
答
が
一
番
多
い
の
は
注
目
に
値
す
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
更
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
「
強
制
力
へ
の
期
待
」
が
八
〇
・
四
％
に
も
上
る
点
で
あ
る
。
こ
の

事
は
「
公
正
な
解
決
」
も
「
権
利
の
実
現
」
も
「
経
済
的
利
益
」
も
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
強
制
力
」
が
用
意
さ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
目

的
の
達
成
は
保
証
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
理
解
出
来
る
。
こ
の
点
、
同
様
の
質
問
は
平
成
一
八
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
回
答
は
全
体
と
し
て
や
や
減
少
し
た
も
の
の
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
た
だ
、「
強
制
的
解
決
を
は
か
る
」
は

六
〇
％
と
二
〇
％
も
減
少
し
た
の
は
気
に
な
る
点
で
あ
る
。
前
回
よ
り
も
、
我
が
国
の
強
制
力
の
実
態
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う

面
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
諸
外
国
と
の
比
較
で
の
裁
判
件
数
の
少
な
さ
は
、
裁
判
に
対
す
る
国
民
の
意
識
の
中
に
、「
裁
判
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沙
汰
に
は
し
た
く
な
い
」
と
か
、「
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
」
と
か
の
国
民
性
ま
た
は
文
化
的
要
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
指
摘
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
あ
る
。
平
成
一
二
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
裁
判
利
用
に
対
す
る
障
壁
は
あ
る
か
」
と

い
う
問
い
に
対
し
て
、
躊
躇
を
感
じ
た
と
答
え
た
人
の
理
由
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
、「
時
間
が
か
か
る
と
思
っ
た
」
が
七
二
％
、

次
に
「
費
用
が
か
か
る
と
思
っ
た
」
が
六
七
％
で
突
出
し
て
い
る
。
一
方
、「
世
間
体
が
悪
い
」、「
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
」、「
人

に
や
め
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
」
と
い
う
選
択
肢
に
つ
い
て
は
、
は
る
か
に
「
そ
う
思
わ
な
か
っ
た
」
と
の
回
答
が
多
く
、
文
化
的
要

因
よ
り
制
度
的
要
因
が
大
き
い
と
い
う
結
果
が
顕
著
で
あ
り
、「
時
間
」
と
「
費
用
」
に
つ
い
て
、「
時
間
」
の
見
込
み
が
読
み
に
く

い
こ
と
、「
費
用
」
の
見
込
み
も
立
ち
に
く
い
こ
と
が
裁
判
に
対
す
る
躊
躇
を
さ
せ
て
い
る
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

判
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
平
成
一
八
年
ア
ン
ケ
ー
ト
も
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
時
間
」
と
「
費
用
」
に

つ
い
て
は
、
別
の
調
査
で
は
訴
訟
利
用
経
験
者
と
訴
訟
利
用
未
経
験
者
で
は
、
全
く
異
な
る
意
識
調
査
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
費
用
の
予
想
が
立
つ
か
ど
う
か
の
質
問
に
対
し
て
は
、
経
験
者
で
は
、「
予
想
が
立
つ
」
と
「
立
た
な
い
」
は
ほ
ぼ
相

半
ば
で
拮
抗
し
て
い
る
の
に
対
し
、
未
経
験
者
で
は
、
九
割
以
上
の
人
が
全
く
予
想
が
立
た
な
い
と
し
て
い
る
。
時
間
の
予
想
に
つ

い
て
も
、
経
験
者
で
は
「
予
想
が
立
つ
」
と
「
立
た
な
い
」
で
は
四
対
六
程
の
割
合
だ
が
、
未
経
験
者
で
は
九
割
を
超
え
る
人
が

「
予
想
が
立
た
な
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
費
用
の
評
価
に
つ
い
て
も
未
経
験
者
の
方
が
は
る
か
に
「
高
い
」
と
思
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

三

裁
判
の
迅
速
化
に
係
る
検
証

㈠
「
時
間
が
か
か
る
」
と
の
点
に
つ
い
て
の
改
善
の
動
き
と
し
て
、
民
事
と
刑
事
双
方
に
つ
い
て
、
平
成
一
五
年
に
「
裁
判
の

迅
速
化
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
同
法
八
条
一
項
に
基
づ
き
、
裁
判
の
迅
速
化
に
係
る
検
証
に
関
す
る
報
告
書
が
四
回
に
わ
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た
り
公
表
さ
れ
て
い
る
。

第
四
回
目
の
報
告
書
（
http://w
w
w
.courts.go.jp/about/siryo/jinsoku/hokoku/04/hokokusyo.htm
l）
に
よ
れ
ば
、「
迅
速
化

法
は
、
公
正
か
つ
適
正
で
充
実
し
た
裁
判
手
続
の
実
施
を
確
保
し
つ
つ
、
裁
判
手
続
全
体
の
一
層
の
迅
速
化
を
図
り
、
も
っ
て
国
民

の
期
待
に
こ
た
え
る
司
法
制
度
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
基
盤
整
備
法
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
。」
と
し
、
現

在
は
第
一
審
の
審
理
期
間
が
二
年
以
内
の
裁
判
は
全
体
の
約
九
七
％
と
な
っ
て
お
り
、
迅
速
化
の
目
的
自
体
は
達
成
さ
れ
て
い
る
と

評
価
出
来
る
が
、「
裁
判
の
一
層
の
適
正
・
充
実
・
迅
速
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
裁
判
手
続
に
内
在
す
る
要
因
に
即
し
た
施
策

だ
け
で
な
く
裁
判
手
続
外
の
社
会
的
要
因
に
つ
い
て
も
考
察
を
及
ぼ
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
検
証
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
論
点
を
含
め
て
、
更
に
統
合
的
、
客
観
的
か
つ
多
角
的
に
検
討
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
同
報
告
書

に
よ
れ
ば
、
民
事
第
一
審
訴
訟
手
続
の
新
受
件
数
と
平
均
審
理
期
間
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
平
均
審
理
期
間
は
、
平
成
一
六
年
で
は

八
・
三
月
、
平
成
一
八
年
で
は
七
・
八
月
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
二
〇
年
で
は
六
・
五
月
、
平
成
二
二
年
で
は
六
・
八
月
と
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
審
理
期
間
の
短
い
過
払
金
返
還
請
求
訴
訟
の
影
響
が
大
き
い
の
で
、
過
払
金
返
還
請
求
訴

訟
の
影
響
を
取
り
除
い
た
統
計
デ
ー
タ
を
見
る
と
、「
平
均
審
理
期
間
は
、
平
成
一
六
年
及
び
平
成
一
八
年
で
は
、
い
ず
れ
も
八
・

三
月
、
平
成
二
〇
年
で
は
八
・
一
月
、
平
成
二
二
年
で
は
八
・
三
月
で
あ
り
、
横
ば
い
な
い
し
下
げ
止
ま
り
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
」
と
す
る
。
確
か
に
、
こ
こ
一
〇
年
で
は
平
成
一
五
年
を
ピ
ー
ク
に
、
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
弁
護
士
の
立
場
と
し
て
も

「
早
く
な
っ
た
」
と
い
う
実
感
は
あ
る
。
当
委
員
会
が
実
施
し
て
い
る
各
地
の
弁
護
士
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会
を
こ
れ
ま
で
に
、

中
部
弁
護
士
連
合
会
、
中
国
地
方
弁
護
士
連
合
会
、
九
州
弁
護
士
連
合
会
、
北
海
道
弁
護
士
連
合
会
、
東
北
弁
護
士
連
合
会
と
の
間

で
実
施
し
た
が
、
そ
の
時
に
も
、
集
中
証
拠
調
べ
は
徹
底
し
て
来
て
い
る
な
ど
、
裁
判
所
の
審
理
の
迅
速
化
に
向
け
た
姿
勢
は
顕
著

で
あ
る
旨
の
指
摘
は
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
逆
に
和
解
の
勧
試
な
ど
は
以
前
よ
り
も
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
十

分
審
理
さ
れ
な
い
内
に
結
審
し
、
判
決
に
な
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
の
感
想
を
頂
い
た
こ
と
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
「
迅
速
」
に
向
け
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て
の
取
組
み
は
裁
判
所
に
お
い
て
は
相
当
徹
底
し
て
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

㈡
「
迅
速
」
と
言
え
ば
、
仮
差
押
仮
処
分
な
ど
の
保
全
事
件
は
そ
の
目
的
か

ら
し
て
も
、
速
や
か
に
決
定
が
出
さ
れ
、
依
頼
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
本
訴
に
行
か
な
く
て
も
保
全
処
分
を
前
提
に
、
任
意
の
和
解
で
の
解
決
も
見

込
ま
れ
る
と
い
う
現
実
の
効
用
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
訴
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

保
全
処
分
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
上
の
和
解
を
後
押
し
す
る
場
合
も
あ
る
と
さ
れ
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
表
２
を
見
て
頂
け
れ

ば
判
る
と
お
り
、
こ
こ
一
〇
年
を
見
て
も
そ
の
減
少
傾
向
は
著
し
い
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
前
述
の
各
地
の
弁
護
士
会
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会
で
も
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
、
色
々
そ
の
原
因
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
過
払
金
請
求
事
件
を
除
く
民
事
一
般
通
常
訴
訟
は
「
増
加
し
て
い
な
い
」
と
い
う
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、

保
全
事
件
の
減
少
傾
向
は
、
右
の
デ
ー
タ
で
見
た
と
お
り
「
激
減
」
と
い
う
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
判
る
。
私
が
弁
護
士
登
録
し
た
頃

は
「
保
全
処
分
が
弁
護
士
の
腕
の
見
せ
処
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
弁
護
士
の
「
腕
の
見
せ
処
」
が
激
減

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
保
全
処
分
は
本
訴
を
制
度
上
前
提
に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
本
訴
の
頭
打
ち
傾
向
が
影
響
し
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
が
、「
激
減
」
の
説
明
に
は
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
各
地
の
意
見
交
換
会
等
で
出
た
原
因
分
析
と
し
て
は
、

「
保
証
金
が
用
意
出
来
な
い
。」、「
差
押
え
る
不
動
産
の
価
格
が
下
落
し
て
い
て
、
先
順
位
担
保
の
被
担
保
債
権
額
を
超
え
る
余
剰
分

が
見
込
め
な
い
」、「
保
全
処
分
を
打
っ
て
も
、
倒
産
手
続
に
入
っ
た
ら
無
駄
に
な
る
」、「
仮
処
分
を
必
要
と
す
る
明
渡
し
な
ど
の
不

動
産
事
件
が
減
っ
た
」、「
金
融
機
関
も
保
全
を
打
た
な
く
な
っ
た
」、「
事
件
解
決
に
は
本
訴
だ
け
で
十
分
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
、

保
全
処
分
を
打
つ
対
象
資
産
の
問
題
、
保
証
金
の
問
題
、
保
全
の
必
要
性
の
問
題
な
ど
の
理
由
で
保
全
の
依
頼
が
減
少
し
て
い
る
一

般
的
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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表２ 保全事件新受件数推移
（全国地裁総数）

保全命令
平成 12 年 32,990
平成 13 年 31,646
平成 14 年 30,268
平成 15 年 27,669
平成 16 年 23,030
平成 17 年 21,177
平成 18 年 20,229
平成 19 年 20,250
平成 20 年 20,282
平成 21 年 19,167



四

労
働
審
判
手
続
の
活
用
状
況

㈠

こ
の
よ
う
な
中
で
特
筆
す
べ
き
は
活
性
化
す
る
労
働
審
判
制
度
の
利
用
状
況
で
あ
る
。

表
３
は
、
労
働
審
判
に
つ
い
て
の
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
行
政
局
の
調
べ
に
よ
る
概
数
値
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
平
成
一
八
年
四
月
施
行
後
申
立
件
数
は
年
々
増
加
し
、
同
年
に
は

九
か
月
で
八
七
七
件
と
な
り
、
同
一
九
年
に
は
一
五
〇
〇
件
近
く
と
な
り
、
同
二
〇
年
に
は

前
年
比
五
五
八
件
増
加
の
二
〇
五
二
件
と
な
り
、
同
二
一
年
に
は
前
年
比
一
四
一
六
件
増
加

の
三
四
六
八
件
と
な
り
、
同
二
二
年
も
前
年
並
み
の
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
や
や
頭
打
ち

傾
向
も
見
ら
れ
る
も
の
の
そ
の
活
用
状
況
に
は
眼
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
労
働
審

判
手
続
の
申
立
て
に
よ
る
事
件
は
ど
の
よ
う
に
終
結
し
て
い
る
か
。

統
計
に
よ
れ
ば
、
労
働
審
判
手
続
は
、
調
停
成
立
な
ど
八
五
％
近
く
の
事
件
が
通
常
裁
判

に
移
行
せ
ず
に
労
働
審
判
止
ま
り
で
終
了
し
て
い
る
。
一
般
に
労
働
事
件
は
、
こ
れ
ま
で
の

常
識
と
し
て
は
、
解
決
困
難
な
事
件
が
多
く
、
長
期
化
す
る
傾
向
が
強
い
と
考
え
ら
れ
て
来

て
い
た
が
、
原
則
三
回
の
労
働
審
判
手
続
で
七
割
も
の
事
件
が
調
停
で
終
了
し
、
労
働
審
判

に
異
議
を
申
し
立
て
て
い
る
の
は
わ
ず
か
に
一
割
程
度
で
あ
る
と
い
う
現
象
は
こ
れ
ま
で
の

常
識
を
覆
す
も
の
と
し
て
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
民
事
通
常
一
般
事
件
や
保
全
事
件
の
利
用

状
況
が
低
迷
、
減
少
す
る
中
で
、
こ
の
よ
う
な
労
働
審
判
手
続
の
活
用
状
況
は
実
に
突
出
感

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

㈡

こ
こ
に
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
何
ら
か
の
制
度
的
な
ヒ
ン
ト
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(注）件数は、平成22年８月10日集計による行政局調べの概数値である(平成18年は４月から12月の合計件数）。
9,562
1,100
595

2,918
4,613
285

4,664
4,949

合計

220
84
532
836
31
804
835
計

平成22年

135
５月

339
41
18
102
161
9

169
178
６月

1,671

23
88
150
3

147
150
４月

249
28
4
82
114
4

131

２月

300
42
18
91
151
10
139
149
３月

300
39

75
121
2

104
106
１月

256
33
12
94
139
3

114
117

平成20年
計

3,468
411
205

1,059
1,675
92

1,701
1,793

平成21年
計

227
37
9

714
61
719
780

平成19年
計

2,052
240
114
620
974
56

1,022
1,078

877
82
66
266
414
45
418
463

平成18年
計

1,494
147
126
441

合 計
その他
退職金
賃金等

金 銭
その他
地位確認

非 金 銭

表３ 労働審判制度利用状況



が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
誰
し
も
が
思
う
の
で
、
そ
の
要
因
分
析
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
①
双
方
の
当
事
者
が

迅
速
な
金
銭
に
よ
る
解
決
を
望
ん
で
い
る
。
②
労
働
審
判
官
（
裁
判
官
）
の
他
、
労
使
双
方
か
ら
選
ば
れ
た
審
判
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
事
件
解
決
に
向
け
た
体
制
が
整
っ
て
い
る
。
③
双
方
に
代
理
人
弁
護
士
が
就
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
分
な
準
備
が
な
さ
れ
、

審
判
官
、
審
判
員
と
と
も
に
早
期
解
決
へ
の
努
力
が
図
ら
れ
て
い
る
。
④
直
接
主
義
、
口
頭
主
義
が
実
現
さ
れ
、
争
点
整
理
が
迅
速

的
確
に
な
さ
れ
て
い
る
。
⑤
事
実
関
係
に
争
い
の
な
い
紛
争
類
型
の
労
働
事
件
が
申
し
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
柔
軟
な
解
決
が

図
ら
れ
て
い
る
。
⑥
金
銭
的
解
決
に
よ
り
、
申
立
人
に
も
、
相
手
方
の
ど
ち
ら
に
も
非
の
な
い
円
満
解
決
と
い
う
和
解
本
来
の
効
用

を
見
る
こ
と
が
出
来
る
な
ど
様
々
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
的
を
射
て
い
る
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
こ
の
現
象
を
十
分

理
解
す
る
に
は
ま
だ
何
か
根
本
的
な
要
因
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
何
か
を
端
的
に
表
現
出
来
な
い
歯
痒
さ
を
感

じ
る
。
偶
々
こ
の
時
代
に
、
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
る
だ
け
な
の
か
、
新
制
度
が
ブ
ー
ム
を
呼
び
起
こ
し
て
い
て
、
や
が
て
沈
静
化
し
て

い
く
の
か
、
ま
だ
先
の
こ
と
は
読
め
な
い
が
、
少
な
く
と
も
現
在
は
紛
争
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
制
度
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

㈢

す
る
と
次
に
、
こ
の
よ
う
な
制
度
ニ
ー
ズ
は
果
た
し
て
労
働
事
件
だ
け
な
の
か
、「
二
匹
目
、
三
匹
目
の
ど
ぜ
う
」
は
い
な

い
の
か
、
つ
ま
り
労
働
事
件
以
外
に
も
こ
う
い
う
制
度
運
用
は
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
は
当
然
の
よ
う
に
起
こ
っ
て
来

る
。
日
弁
連
の
民
事
司
法
改
革
の
中
で
も
、
労
働
審
判
制
度
に
倣
い
、
全
く
新
設
の
制
度
と
し
て
、「
民
事
審
判
制
度
」
を
立
法
提

言
す
べ
く
検
討
中
で
あ
る
。
現
段
階
に
お
け
る
制
度
設
計
と
し
て
は
、
一
定
の
類
型
の
民
事
紛
争
に
つ
い
て
簡
易
迅
速
な
手
続
に

よ
っ
て
事
件
を
審
理
し
、
和
解
の
成
立
に
よ
る
解
決
の
見
込
み
が
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
を
試
み
、
そ
の
解
決
に
至
ら
な
い
場
合
に
は
、

審
判
を
行
う
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
こ
の
点
、
紛
争
類
型
を
限
定
せ
ず
に
す
べ
て
の
民
事
紛
争
を
対
象
と
す
る
考
え
方
も
あ
り
得
る

が
、
三
回
の
審
理
で
終
結
さ
せ
る
と
い
う
制
度
を
考
え
た
場
合
、
争
点
や
主
張
、
証
拠
が
定
型
的
で
あ
り
、
審
理
の
内
容
も
定
型
化

さ
れ
る
事
案
で
あ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と
一
応
考
え
ら
れ
る
。
毎
回
の
期
日
に
提
出
す
べ
き
攻
撃
防
衛
方
法
や
期
日
で
行
う
べ
き
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審
理
の
内
容
が
あ
ら
か
じ
め
想
定
出
来
、
三
回
の
審
理
で
終
結
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
と
も
に
、

実
際
の
審
理
に
お
い
て
も
三
回
で
の
審
理
が
可
能
で
あ
る
と
見
込
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
簡
易
迅
速
に
審
理
を
行
う
と
と
も

に
、
適
正
な
判
断
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
も
勿
論
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
争
点
、
証
拠
お
よ
び
審
理
の
内
容
の
定
型
化
が
可
能

な
類
型
に
限
っ
て
制
度
設
計
す
る
こ
と
が
導
入
し
易
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
制
度
の
運
用
が
定
着
し
て
い
け

ば
、
通
用
さ
れ
る
紛
争
類
型
も
増
え
、
や
が
て
は
そ
の
よ
う
な
限
定
も
不
要
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
対
象
と
な
る
事
件
の
典
型
と

し
て
す
ぐ
に
想
定
さ
れ
る
の
は
、
交
通
事
故
や
貸
金
、
売
買
代
金
、
賃
貸
借
、
請
負
代
金
な
ど
で
あ
る
。
審
判
員
と
し
て
は
、
労
働

審
判
の
よ
う
に
、
審
判
官
と
し
て
の
裁
判
官
と
、
労
使
双
方
と
い
う
よ
う
な
、
申
立
人
と
相
手
方
双
方
の
利
益
代
表
者
と
い
う
概
念

が
想
定
し
に
く
い
の
で
、
基
本
的
に
は
一
人
の
審
判
官
（
裁
判
官
）
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
事
案
に
よ
っ
て
は
専
門
員
に

準
じ
た
立
場
の
審
判
員
が
立
ち
会
う
こ
と
も
有
用
か
も
知
れ
な
い
。
訴
額
に
よ
る
制
限
を
設
け
る
合
理
的
理
由
は
な
い
の
で
、
こ
れ

を
無
制
限
と
し
、
審
理
は
、
原
則
三
回
以
内
の
期
日
に
お
い
て
終
結
す
る
も
の
と
し
、
裁
判
所
は
職
権
で
事
実
の
調
査
を
し
、
申
立

て
又
は
職
権
で
必
要
と
認
め
る
証
拠
調
べ
を
行
う
。
二
週
間
以
内
の
異
議
申
立
て
に
よ
り
審
判
の
効
力
は
失
わ
れ
、
通
常
訴
訟
に
移

行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
民
事
審
判
制
度
の
構
想
に
対
し
て
は
、
現
行
の
民
事
調
停
制
度
や
少
額
訴
訟
手
続
と
の

住
み
分
け
が
不
透
明
で
あ
る
と
か
、
そ
も
そ
も
現
行
の
民
事
訴
訟
制
度
に
お
け
る
争
点
整
理
手
続
を
充
実
さ
せ
、
迅
速
に
争
点
整
理

を
終
了
し
和
解
解
決
を
目
指
す
こ
と
に
よ
っ
て
十
分
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
は
な
い
か
な
ど
の
指
摘
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
、
審
判
官
（
裁
判
官
）
の
他
労
使
双
方
か
ら
選
ば
れ
た
審
判
員
が
い
る
こ
と
が
労
働
審
判
成
功
の
秘
訣
で
あ
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
よ
う
な
審
判
員
が
想
定
出
来
な
い
こ
と
は
民
事
審
判
制
度
の
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
点
は
、
審
判
員
は
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
的
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
致
命
的
な
制
度
の
欠
陥
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
思
う
。

㈣

前
述
の
と
お
り
、
当
委
員
会
は
、
各
地
と
の
弁
護
士
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
て
い
る
が
、
九
州
弁
護
士
連
合
会
及

び
北
海
道
弁
護
士
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会
の
主
た
る
テ
ー
マ
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
、
労
働
審
判
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
運
用
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方
式
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
福
岡
地
裁
で
昨
年
一
一
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
の
は
、「
福
岡
地
裁
独
自
の
運
用
と
し
て
、
民
事
通
常
事

件
に
お
い
て
、
労
働
審
判
手
続
を
参
考
に
、
早
期
の
解
決
を
民
事
調
停
手
続
で
図
ろ
う
と
す
る
新
し
い
審
理
モ
デ
ル
」
で
、
労
働
事

件
に
限
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
訴
訟
の
早
期
段
階
で
特
別
の
調
停
手
続
に
付
し
、
訴
訟
事
件
の
担
当
裁
判
官
が
そ
の
ま
ま
調
停
手
続

を
担
当
し
な
が
ら
、
原
則
三
回
以
内
の
期
日
で
、
集
中
的
に
争
点
整
理
、
審
尋
等
を
行
い
、
調
停
成
立
又
は
法
一
七
条
決
定
に
よ
る

迅
速
な
解
決
を
目
指
し
て
い
る
。
当
面
、
当
事
者
双
方
に
弁
護
士
が
訴
訟
代
理
人
と
し
て
就
い
て
い
る
こ
と
、
迅
速
ト
ラ
ッ
ク
利
用

に
つ
き
双
方
代
理
人
が
い
ず
れ
も
同
意
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
運
用
す
る
。
原
則
と
し
て
、
比
較
的
訴
額
が
小
さ
く
、
人
証

が
不
要
か
、
ご
く
少
数
の
人
証
に
よ
っ
て
判
断
可
能
な
事
案
で
、
裁
判
所
か
ら
の
解
決
案
の
提
示
等
に
よ
り
、
短
期
間
で
合
意
に
達

す
る
可
能
性
の
高
い
事
件
が
対
象
と
な
る
。
主
張
立
証
の
方
法
は
、
基
本
的
に
、
通
常
の
争
点
整
理
手
続
と
同
じ
で
、
迅
速
ト
ラ
ッ

ク
継
続
中
は
、
訴
訟
手
続
は
原
則
と
し
て
中
止
し
、
準
備
書
面
や
書
証
は
弁
論
準
備
の
場
合
と
同
様
に
提
出
す
る
。
裁
判
官
が
双
方

代
理
人
と
争
点
整
理
を
行
っ
た
上
、
必
要
に
応
じ
て
当
事
者
も
出
頭
し
て
審
尋
や
調
停
協
議
を
行
い
、
原
則
三
回
以
内
の
期
日
で
、

調
停
案
の
提
示
又
は
法
一
七
条
決
定
が
さ
れ
る
。
迅
速
ト
ラ
ッ
ク
で
解
決
が
図
ら
れ
な
い
場
合
、
訴
訟
手
続
に
戻
っ
て
審
理
が
続
行

さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
準
備
書
面
等
を
そ
の
ま
ま
陳
述
す
る
こ
と
に
な
る
。

㈤

そ
し
て
、
札
幌
地
裁
で
は
「
札
幌
迅
速
審
理
方
式
」
│
│
Sapporo
Speedy
T
rial（
Ｓ
Ｓ
Ｔ
）
│
│
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｔ
と
は
、
当
事
者
双
方
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
、
裁
判
所
に
お
い
て
、
事
件
を
弁
論
準
備
手
続
に
付
し
、
原
則
と
し
て
三
回
以

内
の
弁
論
準
備
手
続
期
日
に
よ
り
、
出
来
る
限
り
早
期
に
主
張
整
理
を
行
う
と
と
も
に
、
紛
争
の
実
情
を
把
握
し
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま

え
て
適
切
な
和
解
案
を
検
討
・
提
示
す
る
こ
と
を
予
定
し
た
審
理
運
用
方
式
で
あ
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｔ
の
審
理
方
式
は
、
次
の
よ
う
に
行
う
。

（
１
）
第
一
回
弁
論
準
備
手
続
に
、
当
事
者
双
方
か
ら
の
必
要
十
分
な
主
張
及
び
書
証
の
提
出
、
当
事
者
本
人
や
関
係
者
の
同
行

に
よ
る
口
頭
で
の
発
問
・
回
答
を
通
じ
た
主
張
整
理
を
行
う
。

（
２
）
第
二
回
弁
論
準
備
手
続
に
は
、
主
張
及
び
書
証
の
補
充
、
裁
判
所
か
ら
の
和
解
勧
試
を
行
う
。
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（
３
）
第
三
回
弁
論
準
備
手
続
に
は
、
和
解
案
を
検
討
し
、
和
解
の
成
立
を
目
指
す
。

そ
し
て
、
第
三
回
弁
論
準
備
手
続
期
日
に
お
い
て
和
解
不
成
立
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
審
理
を
ふ
ま
え
、
争
点
を
確
認
し
、

速
や
か
に
人
証
調
べ
の
実
施
等
に
向
け
た
通
常
の
審
理
方
式
に
移
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

五

権
利
実
効
性
の
確
保

㈠

私
は
、
民
事
裁
判
手
続
が
国
民
に
十
二
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
原
因
の
大
き
な
一
つ
に
平
成
一
二
年
、
平
成
一
八
年
の
訴

訟
提
起
を
す
る
「
理
由
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
権
利
実
効
性
」
の
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
折

角
勝
訴
判
決
を
得
て
も
相
手
方
の
資
力
に
不
安
が
あ
る
た
め
に
和
解
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
裁
判
官
か
ら
「
相
手
は
、
払
え
る
資
金
が
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
払
え
る
範
囲
で
の
和
解
を
し
た
ら
ど
う
か
」
と

い
う
説
得
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
確
か
に
、
い
く
ら
債
務
名
義
を
得
て
も
、「
な
い
人
か
ら
は
取
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

問
題
は
「
本
当
に
な
い
」
か
ど
う
か
で
あ
り
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、「
あ
る
」
の
に
「
な
い
」
と
言
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
通
用
し
て

し
ま
う
か
ど
う
か
で
あ
る
。
本
訴
訟
ま
で
提
起
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
明
ら
か
に
支
払
能
力
に
疑
問
が
あ
る
時
は
、
そ
も
そ
も
訴
え

提
起
に
は
慎
重
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
平
成
一
二
年
調
査
結
果
に
あ
る
と
お
り
、
原
告
の
訴
訟
に
対
す
る
期
待
、
理
由
の
大

き
な
一
つ
に
「
強
制
力
」
が
あ
る
。
私
人
で
は
出
来
な
い
こ
と
を
、
国
の
強
制
執
行
に
よ
っ
て
権
利
が
実
現
出
来
る
と
い
う
当
然
の

期
待
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
訴
え
を
提
起
す
る
。
ま
た
そ
う
い
う
制
度
的
な
保
障
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
敢
え
て
強
制
執
行
を
し
な

く
と
も
任
意
の
履
行
が
期
待
出
来
る
と
い
う
関
係
に
立
つ
。
真
に
「
な
い
」
の
か
、「
あ
る
」
の
に
「
な
い
」
と
言
え
ば
、
そ
の
ま

ま
通
っ
て
し
ま
う
不
十
分
な
制
度
で
し
か
な
い
の
か
。
や
は
り
本
来
は
「
あ
る
」
の
に
「
な
い
」
と
言
っ
て
も
通
ら
な
い
制
度
的
保

障
が
あ
る
こ
と
が
民
事
司
法
と
い
う
健
全
な
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
に
と
っ
て
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
権
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利
実
現
の
実
効
性
が
担
保
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

㈡

平
成
一
六
年
四
月
施
行
の
担
保
・
執
行
法
改
正
で
は
、「
権
利
実
現
の
実
効
性
確
保
」
の
た
め
、
我
が
国
で
も
初
め
て
財
産

開
示
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
私
は
こ
の
時
の
法
制
審
議
会
に
幹
事
と
し
て
二
年
近
く
の
審
議
に
関
与
し
た
。
も
と
も
と
こ
の
時
の
法

改
正
は
、
内
閣
に
設
け
ら
れ
た
司
法
制
度
改
革
審
議
会
の
平
成
一
三
年
六
月
一
二
日
付
意
見
書
で
提
言
さ
れ
た
司
法
制
度
改
革
の
立

法
化
作
業
の
一
環
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
意
見
書
は
、「
Ⅰ

今
般
の
司
法
制
度
改
革
の
基
本
理
念
と
方
向
」
と
し
て
、

「
国
民
に
と
っ
て
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く
、
頼
り
が
い
の
あ
る
司
法
と
す
る
た
め
、
国
民
の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
公
正
で
、
適
正
か
つ
迅
速
な
審
理
を
行
い
、
実
効
的
な
事
件
の
解
決
を
可
能
と
す
る
制
度
を
構
築
す

る
」
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
民
事
訴
訟
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
一
層
の
計
画
審
理
の
推
進
・
証
拠
収
集
手
続
の
拡

充
な
ど
を
掲
げ
、
人
事
訴
訟
法
の
制
定
に
つ
い
て
は
家
庭
裁
判
所
、
簡
易
裁
判
所
の
機
能
の
充
実
を
掲
げ
、
担
保
・
執
行
法
制
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
民
事
執
行
制
度
の
強
化
、
権
利
実
現
の
実
効
性
の
確
保
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

平
成
一
四
年
六
月
一
八
日
開
催
の
法
制
審
議
会
担
保
・
執
行
法
制
部
会
に
お
い
て
、
休
憩
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
私
は
、
法
務
省
の

担
当
官
に
後
ろ
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
。「
日
弁
連
さ
ん
の
財
産
開
示
に
関
す
る
意
見
は
大
変
特
徴
的
な
の
で
、
休
憩
の
後
再
開
し

ま
し
た
ら
、
そ
の
意
見
を
皆
さ
ん
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

審
議
会
は
再
開
し
た
。
先
程
私
を
呼
び
止
め
た
法
務
省
の
担
当
官
が
「
担
保
・
執
行
法
制
の
見
直
し
に
関
す
る
要
綱
中
間
試
案
」

に
つ
い
て
の
各
界
か
ら
の
意
見
の
紹
介
を
始
め
た
。

「
再
開
い
た
し
ま
す
。『
債
務
者
の
財
産
を
把
握
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
』
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
御
議
論
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
事
務
局
か
ら
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

資
料
一
三
は
、
中
間
試
案
第
二
の
二
で
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
強
制
執
行
の
実
効
性
確
保
に
関
す
る
三
つ
の
検
討
課
題
の
う
ち
、
債
務
者
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の
財
産
を
把
握
す
る
た
め
の
方
策
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
債
務
者
財
産
を
把
握
す
る
方
策
に
つ
き
ま
し
て
、
中
間
試
案

で
は
、
財
産
開
示
手
続
の
創
設
を
中
心
と
す
る
債
務
者
本
人
か
ら
情
報
を
取
得
す
る
方
法
と
、
第
三
者
に
対
し
て
債
務
者
財
産
に
関
す
る
照

会
を
す
る
と
い
う
方
法
、
こ
の
二
つ
を
掲
げ
ま
し
て
意
見
照
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
こ
の
意
見
照
会
の
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
意
見
の
う
ち
、
財
産
開
示
手
続
の
創
設
に
関
し
ま
し
て
は
、
寄
せ
ら
れ
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
意
見
が
賛
成
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
日
弁
連
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
意
見
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
を
読
み
上
げ
ま
す
と
、『
判
決
等
に
よ
る
権
利
実
現
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
債
務
者
の
財
産
を
把
握
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ

と
は
認
め
る
が
、
そ
の
た
め
に
罰
則
で
財
産
開
示
を
強
制
す
る
と
い
う
手
続
を
設
け
る
こ
と
に
は
反
対
す
る
。
ま
た
、
第
三
者
照
会
の
制
度

を
設
け
る
こ
と
に
は
賛
成
す
る
。』
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。」（
第
一
一
回
会
議
議
事
録
よ
り
抜
粋
）

㈢

こ
の
点
に
つ
い
て
日
弁
連
の
意
見
の
説
明
を
求
め
ら
れ
た
私
は
、
個
人
的
見
解
は
別
と
し
て
、
日
弁
連
内
部
で
の
当
時
の
意

見
取
り
ま
と
め
の
経
緯
と
集
約
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
概
要
次
の
と
お
り
説
明
し
た
。

日
弁
連
の
意
見
は
、
苦
労
の
末
債
務
名
義
を
取
得
し
た
も
の
の
そ
の
実
現
と
い
う
面
で
は
司
法
制
度
に
対
す
る
信
頼
が
薄
い
た
め
、

権
利
実
現
の
実
効
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
財
産
開
示
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
、
債
務
者

を
裁
判
所
に
出
頭
さ
せ
、
宣
誓
さ
せ
、
陳
述
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
、
そ
れ
を
拒
否
し
た
り
虚
偽
の
陳
述
を
す
る
こ
と
に
対
し
て
「
罰

則
」
を
科
す
る
と
い
う
の
は
行
き
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
。

結
果
と
し
て
、
法
務
省
か
ら
出
さ
れ
た
「
担
保
・
執
行
法
制
の
見
直
し
に
関
す
る
要
綱
中
間
試
案
」
で
は
、
財
産
開
示
制
度
の
不

遵
守
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
は
「
罰
則
」
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
、「
過
料
」
に
よ
る
制
裁
と
い
う
日
弁
連
の
意
見
ど
お
り
に

修
正
さ
れ
た
う
え
で
、
制
定
さ
れ
現
行
法
と
な
っ
て
い
る
。
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す
な
わ
ち
財
産
開
示
手
続
は
、
確
定
判
決
な
ど
一
定
の
執
行
力
の
あ
る
債
務
名
義
の
正
本
を
有
す
る
金
銭
債
権
者
ま
た
は
一
般
先

取
特
権
者
の
申
立
て
に
よ
り
、
執
行
裁
判
所
が
実
施
要
件
を
審
査
し
た
上
で
実
施
決
定
が
な
さ
れ
、
執
行
裁
判
所
は
、
財
産
開
示
期

日
を
指
定
し
て
、
申
立
人
と
開
示
義
務
者
（
債
務
者
）
を
呼
び
出
し
、
併
せ
て
財
産
目
録
の
提
出
を
求
め
る
。
開
示
義
務
者
は
宣
誓

の
上
、
財
産
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
正
当
な
理
由
な
く
財
産
目
録
を
提
出
せ
ず
、
期
日
に
も
出
頭
し
な
い
場
合
に
は
過
料
に

処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

財
産
開
示
制
度
の
制
定
以
来
の
申
立
件
数
は
平
成
一
七
年
に
一
〇
〇
〇
件
を
超
え
た
も
の
の
、
そ
れ
以
降
七
八
九
件
、
六
六
三
件
、

八
八
四
件
と
推
移
し
、
平
成
二
一
年
は
八
九
三
件
で
あ
る
。
確
定
判
決
等
の
権
利
実
現
の
た
め
と
い
う
制
度
の
目
的
に
照
ら
し
た
と

き
、
こ
の
数
字
だ
け
見
て
も
、
現
行
財
産
開
示
制
度
は
十
分
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
は
到
底
言
い
難
い
。
こ
の
点
、
例
え
ば
韓

国
で
は
平
成
二
二
年
に
は
一
三
万
件
近
く
に
達
し
て
い
る
こ
と
と
比
較
し
て
も
、
桁
違
い
で
あ
る
。

㈣

債
務
者
の
財
産
を
把
握
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
上
記
担
当
官
の
説
明
の
と
お
り
、
法
制
審
議
会
で
は
、
債
務
者
本
人
が

執
行
裁
判
所
で
自
ら
開
示
す
る
こ
と
を
求
め
る
財
産
開
示
制
度
と
、
第
三
者
に
対
し
て
債
務
者
財
産
に
関
す
る
照
会
を
す
る
と
い
う

方
法
が
検
討
さ
れ
、
最
終
的
に
は
財
産
開
示
制
度
の
み
が
実
現
に
至
り
、
日
弁
連
が
賛
成
の
意
見
を
提
出
し
て
い
た
第
三
者
照
会
制

度
は
見
送
ら
れ
た
。
財
産
開
示
制
度
は
、
債
務
名
義
を
取
得
し
た
債
権
者
ら
の
権
利
の
実
現
が
実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、

債
務
者
自
ら
に
そ
の
財
産
を
開
示
さ
せ
、
そ
れ
を
し
な
い
債
務
者
に
制
裁
を
科
す
る
こ
と
を
制
度
的
な
担
保
と
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
狙
い
通
り
に
制
度
が
機
能
す
る
た
め
に
は
、
制
裁
が
重
い
方
が
担
保
機
能
は
強
い
と
思
わ
れ
る
。
前

述
の
法
制
審
で
の
審
議
に
お
け
る
財
産
開
示
制
度
に
お
け
る
制
裁
の
原
案
が
「
罰
則
」
で
、
ほ
と
ん
ど
の
意
見
が
こ
れ
を
支
持
す
る

中
で
、
日
弁
連
だ
け
が
「
過
料
」
案
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
強
い
不
満
の
視
線
が
注
が
れ
た
の
も
、
司
法
に
お
け
る
権
利
実
現
の

実
効
性
に
対
す
る
国
民
の
不
満
が
大
き
い
こ
と
の
反
映
で
あ
っ
た
と
率
直
に
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
現
行
法
が
、
思
っ
た
ほ
ど
の
活

用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
も
、
こ
の
制
裁
の
弱
さ
が
一
因
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
否
定
し
難
い
。
制
度
施
行
か
ら
七
年
以
上
を
経
過
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し
た
現
在
、
改
め
て
こ
の
制
度
の
実
効
性
に
つ
い
て
の
検
証
と
見
直
し
を
す
る
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

六

竹
下
守
夫
先
生
、
中
野
貞
一
郎
先
生
勉
強
会

㈠

以
上
の
よ
う
な
経
緯
と
現
状
と
を
見
据
え
て
、
当
委
員
会
は
民
事
執
行
法
を
ど
う
改
正
し
た
ら
良
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
原

点
に
立
っ
て
「
債
務
名
義
の
執
行
力
強
化
」
に
向
け
た
立
法
提
言
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
当
委
員
会
は
民

事
執
行
法
の
原
点
に
立
っ
た
勉
強
会
を
行
う
こ
と
と
し
、
平
成
二
三
年
四
月
一
八
日
、
日
弁
連
に
て
竹
下
守
夫
先
生
を
、
六
月
一
八

日
に
は
大
阪
弁
護
士
会
に
て
中
野
貞
一
郎
先
生
を
お
招
き
し
、
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
、
両
先
生
か
ら
は
、
貴
重
な
ご
体

験
談
や
ご
見
解
を
伺
う
こ
と
が
出
来
た
。
両
先
生
の
お
話
を
直
接
長
時
間
に
わ
た
り
伺
う
こ
と
が
出
来
た
だ
け
で
も
大
変
光
栄
な
事

で
あ
る
が
、
民
事
執
行
法
と
い
う
国
民
の
権
利
実
現
に
密
着
し
た
極
め
て
実
務
的
な
法
分
野
に
対
し
て
、
現
行
法
に
対
す
る
問
題
点

や
あ
る
べ
き
方
向
性
に
対
す
る
情
熱
と
危
機
感
な
ど
、
私
達
聴
講
者
は
そ
の
迫
力
と
熱
意
に
圧
倒
さ
れ
続
け
た
。
竹
下
先
生
は
、

「
強
制
執
行
に
お
け
る
実
務
調
査
の
効
用
│
│
四
〇
年
前
の
ド
イ
ツ
で
の
経
験
か
ら
│
│
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
実
務
調
査
を
す
る
と

文
献
で
は
判
ら
な
い
制
度
の
機
能
が
見
え
て
く
る
と
い
う
実
例
の
紹
介
と
し
て
、
ド
イ
ツ
不
動
産
競
売
の
五
事
例
に
つ
き
詳
し
く
お

話
し
頂
い
た
。
当
時
の
実
務
調
査
を
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
各
事
例
に
つ
き
、
申
立
債
権
者
、
執
行
債
務

者
、
目
的
不
動
産
の
種
類
と
そ
の
評
価
額
、
強
制
管
理
の
有
無
、
執
行
参
加
債
権
者
の
数
、
配
当
受
領
債
権
者
の
数
な
ど
、
実
に
詳

し
く
お
話
し
頂
い
た
の
で
、
四
〇
年
の
歳
月
を
感
じ
さ
せ
な
い
臨
場
感
が
あ
り
、
私
達
は
現
実
に
体
験
し
て
い
る
よ
う
な
気
に
な
っ

て
い
た
。
更
に
、「
ド
イ
ツ
の
開
示
宣
誓
制
度
」
に
つ
い
て
も
解
説
頂
き
、
や
は
り
、
実
際
の
開
示
宣
誓
期
日
を
傍
聴
さ
れ
た
経
験

談
と
と
も
に
、
開
示
宣
誓
の
要
件
、
開
示
宣
誓
手
続
と
、
最
長
六
か
月
の
勾
留
（
H
aft）、
債
務
者
リ
ス
ト
（
Schuldnerverzeich-

nis）
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
っ
た
。
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国
家
が
債
務
名
義
を
付
与
す
る
こ
と
と
、
そ
の
権
利
の
具
体
的
実
現
に
向
け
て
国
家
が
責
任
を
持
っ
て
そ
の
た
め
の
体
制
の
整
備

を
す
る
と
い
う
こ
と
と
は
切
り
離
せ
な
い
一
つ
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
改
め
て
強
く
し
た
。

㈡

中
野
先
生
の
お
話
し
は
、「
執
行
制
度
の
強
化
」
を
考
え
る
と
題
す
る
も
の
で
、
ま
ず
我
が
国
の
執
行
制
度
立
法
の
軌
跡
に

つ
い
て
、
執
行
官
法
（
昭
和
四
一
年
）
か
ら
始
ま
り
、
民
事
執
行
法
（
昭
和
五
四
年
）、
執
行
妨
害
の
排
除
、
競
売
手
続
円
滑
の
た
め

の
同
法
改
正
（
平
成
八
年
、
平
成
一
〇
年
）、
新
担
保
・
執
行
法
（
平
成
一
六
年
）
の
改
正
の
歴
史
を
、
こ
れ
ま
で
何
が
ど
れ
程
達
成

さ
れ
た
か
、
新
た
な
問
題
状
況
へ
の
対
応
は
可
能
か
と
い
う
視
点
か
ら
の
解
説
か
ら
始
ま
っ
た
。
次
に
「
最
近
に
お
け
る
外
国
の
執

行
制
度
改
革
か
ら
」
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
財
産
開
示
法
の
改
正
、
フ
ラ
ン
ス
の
新
民
事
執
行
法
の
改
正
（
一
九
九
一
年
、
一
九
九
二

年
）、
韓
国
の
財
産
明
示
制
度
な
ど
を
中
心
に
お
話
し
さ
れ
、
最
後
に
「
執
行
制
度
の
強
化
の
た
め
に
」
と
し
て
、
動
産
執
行
の
問

題
点
、
執
行
機
関
の
一
元
化
、
財
産
開
示
の
強
化
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
執
行
法
律
関
係
論
と
し
て
、
執
行
債
務
者
の
「
協
力
義
務
」

の
解
説
が
な
さ
れ
た
。そ
し
て
弁
護
士
が
執
行
事
件
に
立
ち
会
う
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
、動
産
執
行
で
差
押
え
た
動
産
の
九
〇

％
以
上
が
売
却
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
危
機
感
を
訴
え
ら
れ
、
財
産
開
示
に
つ
い
て
は
、
本
来
、「
見
え
な
い
も
の
を
見
せ
る
」
こ

と
、
す
な
わ
ち
「
不
可
視
」
な
も
の
を
「
可
視
化
」
す
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
る
の
に
、
我
が
国
の
現
行
法
は
、「
開
示
し
な
い

の
は
良
く
な
い
で
す
よ
」
と
い
う
機
能
は
あ
っ
て
も
「
開
示
し
な
さ
い
」
と
い
う
機
能
は
な
い
と
い
う
指
摘
は
ま
さ
に
現
行
制
度
の

欠
陥
を
見
事
に
言
い
当
て
て
い
る
名
言
で
あ
る
と
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
思
い
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
執
行
法
律
関
係
」
と
い
う
視

点
か
ら
「
執
行
協
力
義
務
」
に
財
産
開
示
の
根
拠
を
見
出
さ
れ
る
と
い
う
視
点
は
、
執
行
は
「
事
実
関
係
」
が
基
本
と
思
い
込
ん
で

い
た
私
に
は
到
底
思
い
も
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
竹
下
先
生
、
中
野
先
生
の
お
話
は
、
私
達
に
執
行
制
度
特
に
財
産
開
示
制

度
の
問
題
点
と
改
正
の
方
向
性
を
示
唆
し
て
頂
く
と
と
も
に
、
執
行
は
特
に
理
論
と
実
践
の
融
合
の
分
野
で
あ
る
事
を
改
め
て
教
え

て
頂
い
た
。
そ
し
て
私
達
は
七
月
二
八
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
韓
国
に
民
事
執
行
の
視
察
調
査
に
行
っ
た
。
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七

韓
国
視
察
調
査

㈠

私
達
日
弁
連
韓
国
民
事
執
行
法
視
察
調
査
団
は
、
二
つ
の
法
律
事
務
所
を
訪
問
し
、
弁
護
士
の
立
場

か
ら
財
産
明
示
制
度
な
ど
の
現
状
を
聞
き
、
ソ
ウ
ル
中
央
地
方
法
院
の
執
行
専
門
部
を
訪
問
し
三
名
の
裁
判

官
か
ら
直
接
民
事
執
行
の
現
状
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
き
、
そ
し
て
意
見
交
換
を
し
た
。
最
終
日
に
は
、
最

高
裁
判
所
判
事
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
李
時
潤
（
イ
・
シ
ュ
ン
）
教
授
か
ら
講
義
を
賜
っ
た
。
同
法
院
か
ら
頂

い
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
財
産
公
開
制
度
の
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
申
請
件
数
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
表
４
の
と
お
り
、
財
産
明
示
制
度
は
、
年
々
そ
の
申
請
件
数
は
増
加
し
、
二
〇
一
〇
年
に
は

実
に
、
一
二
万
七
四
七
七
件
に
及
び
、
我
が
国
の
財
産
開
示
の
申
立
件
数
は
足
下
に
も
及
ば
な
い
こ
と
が
判

る
。㈡

李
時
潤
教
授
の
講
義
の
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

同
教
授
は
一
九
九
〇
年
の
韓
国
の
民
事
執
行
法
改
正
の
委
員
と
し
て
関
与
さ
れ
た
。
一
九
七
〇
年
に
も
ド

イ
ツ
の
立
法
を
参
考
に
韓
国
の
民
事
執
行
法
が
出
来
た
が
、
強
制
執
行
の
機
能
を
よ
り
実
効
性
あ
る
も
の
と

強
化
す
る
た
め
に
ド
イ
ツ
法
を
モ
デ
ル
に
一
九
九
〇
年
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。
開
示
宣
誓
制
度
を
モ
デ
ル
に

「
監
置
制
度
」
を
採
用
し
た
が
、
検
察
庁
か
ら
身
体
拘
束
を
伴
う
制
度
で
あ
る
の
で
刑
事
訴
訟
法
の
重
大
な

例
外
と
な
る
と
い
う
理
由
で
の
反
対
か
ら
受
け
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
に
監
置
制
度
と
財
産
照

会
制
度
が
新
設
さ
れ
た
が
、こ
の
と
き
に
も
検
察
官
か
ら
の
反
対
意
見
は
ま
だ
あ
っ
た
の
で
、ド
イ
ツ
・
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
場
合
は
監
置
期
間
は
六
か
月
だ
っ
た
の
だ
が
、
二
〇
日
間
と
い
う
短
期
間
で
の
制
度
の
導
入
と

な
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
に
は
財
産
分
与
、
扶
養
料
養
育
費
の
家
事
事
件
に
つ
い
て
財
産
明
示
制
度
、
財
産
照
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表４ 韓国における財産公開制度申請件数
2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

財産明示 84,463 110,791 125,155 122,981 107,946 120,333 109,779 120,716 127,477
財産照会 209 2,960 2,316 2,365 3,196 6,159 17,792 13,013 25,673
債務不履
行者名簿 785 1,353 4,380 16,144 12,693 18,370 50,444 60,284 68,263



会
制
度
が
導
入
さ
れ
適
用
範
囲
は
拡
大
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
家
事
事
件
で
は
債
務
名
義
が
確
定
す
る
前
の
訴
訟
係
属
中
で
も
申
立

て
が
出
来
、
債
権
者
の
申
立
て
が
な
く
て
も
裁
判
所
の
職
権
で
も
実
行
出
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。
表
４
の
と
お
り
、
二
〇
一
〇
年
で

は
財
産
明
示
と
財
産
照
会
は
合
せ
て
一
五
万
件
を
超
え
、
債
務
不
履
行
者
名
簿
登
載
制
度
は
六
万
八
〇
〇
〇
件
を
超
え
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
三
点
セ
ッ
ト
で
韓
国
の
財
産
公
開
制
度
は
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
非
常
に
活
用
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
財
産
明
示
手
続

義
務
の
違
反
者
に
対
す
る
制
裁
を
科
す
る
の
は
、
期
日
不
出
頭
の
場
合
、
財
産
目
録
を
提
出
し
な
い
場
合
、
宣
誓
を
拒
否
し
た
場
合

で
、
こ
の
よ
う
な
時
に
二
〇
日
以
内
の
監
置
を
す
る
。
有
名
な
政
治
家
（
お
そ
ら
く
大
統
領
経
験
者
と
思
わ
れ
る
）
が
監
置
処
分
の
命

令
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
政
治
家
は
お
金
を
作
っ
て
支
払
っ
た
と
い
う
例
も
あ
っ
た
。
ま
た
虚
偽
の
財
産
目
録
を
提
出
し
た

場
合
に
は
反
社
会
性
が
大
き
い
と
い
う
理
由
で
三
年
以
下
の
懲
役
と
い
う
刑
罰
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

㈢

債
務
不
履
行
者
名
簿
登
載
制
度
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
対
象
は
、
財
産
明
示
期
日
不
出
頭
の
場
合
、
財
産
目
録
不
提
出

の
場
合
、
宣
誓
し
な
か
っ
た
場
合
、
虚
偽
の
財
産
目
録
を
提
出
し
た
場
合
で
あ
る
。
債
務
不
履
行
者
名
簿
の
原
本
は
、
法
院
に
備
え

置
き
、
抄
本
に
つ
い
て
は
韓
国
の
地
方
の
庁
に
送
り
、
ま
た
全
国
の
銀
行
連
合
会
に
送
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
名
簿
を
一
般
的
に

閲
覧
複
写
可
能
に
す
る
こ
と
が
争
点
に
な
り
、
二
〇
〇
八
年
憲
法
裁
判
所
の
判
決
が
出
て
、
そ
の
判
断
は
基
本
権
最
小
侵
害
性
の
原

則
違
反
と
、
公
益
の
追
求
よ
り
も
、
個
人
情
報
者
の
権
利
の
侵
害
が
大
き
い
と
い
う
違
憲
の
判
断
が
九
人
中
五
人
の
裁
判
官
か
ら
な

さ
れ
た
が
、
韓
国
の
憲
法
裁
判
所
は
規
定
上
違
憲
判
決
を
出
す
に
は
六
人
以
上
の
裁
判
官
の
違
憲
判
断
が
必
要
と
な
る
た
め
違
憲
不

宣
言
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

名
簿
の
抹
消
は
ド
イ
ツ
の
場
合
は
三
年
間
経
過
で
足
り
る
が
、
韓
国
の
場
合
は
一
〇
年
経
過
と
な
っ
て
い
る
。

㈣

財
産
照
会
制
度
は
、
財
産
明
示
命
令
を
受
け
た
債
務
者
が
逃
走
し
た
場
合
な
ど
に
こ
の
手
続
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

提
出
さ
れ
た
財
産
目
録
で
は
債
権
を
充
足
し
な
い
と
き
、
財
産
明
示
期
日
に
不
出
頭
、
提
出
拒
否
、
宣
誓
拒
否
、
虚
偽
財
産
目
録
提

出
の
と
き
も
該
当
す
る
。
照
会
先
は
、
個
人
財
産
信
用
に
関
す
る
電
算
網
を
管
理
し
て
い
る
公
共
機
関
、
金
融
機
関
、
土
地
建
物
を
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扱
っ
て
い
る
法
院
の
行
政
署
、
建
物
に
関
す
る
建
築
交
通
府
、
自
動
車
に
つ
い
て
は
登
録
官
庁
な
ど
で
あ
る
。
財
産
照
会
に
つ
い
て

は
、
照
会
結
果
を
強
制
執
行
以
外
の
目
的
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
、
債
務
不
履
行
者
名
簿
登
載
制
度
と
異
な
る
規
定

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
財
産
照
会
制
度
の
方
が
後
に
な
っ
て
立
法
化
さ
れ
、
個
人
情
報
の
保
護
が
配
慮
さ
れ
た
規
定
と
な
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

八

我
が
国
民
事
執
行
法
の
改
正
に
つ
い
て

㈠

以
上
見
て
来
た
と
お
り
韓
国
の
財
産
公
開
制
度
の
三
点
セ
ッ
ト
（
財
産
明
示
、
財
産
照
会
、
債
務
不
履
行
者
名
簿
登
載
）
は
、

二
〇
一
〇
年
に
は
合
計
で
実
に
二
二
万
件
を
超
え
る
申
立
件
数
が
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
我
が
国
で
は
平
成
一
六
年
施
行
の
担
保
・
執
行
法
改
正
の
審
議
の
際
、
第
三
者
照
会
制
度
が
検
討
さ
れ
た
経
緯

が
あ
る
が
、
そ
う
大
き
な
議
論
に
な
る
ま
で
も
な
く
見
送
ら
れ
た
。
債
務
不
履
行
者
名
簿
登
載
制
度
な
ど
は
そ
も
そ
も
議
論
の
対
象

に
す
ら
な
ら
な
か
っ
た
。
財
産
開
示
制
度
の
制
裁
が
「
過
料
」
で
あ
る
現
行
法
を
「
罰
金
」
に
し
た
ら
制
度
が
機
能
す
る
か
と
言
え

ば
、
も
と
も
と
金
銭
債
務
を
支
払
わ
な
い
の
で
裁
判
に
な
り
、
判
決
に
ま
で
至
っ
た
債
務
者
が
、
仮
に
本
当
は
支
払
能
力
が
あ
る
場

合
に
、「
過
料
」
で
あ
れ
ば
「
な
い
」
と
し
て
支
払
を
拒
む
が
、「
罰
金
」
で
あ
れ
ば
そ
の
対
応
は
違
っ
て
来
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
韓
国
で
は
二
〇
日
間
以
内
の
監
置
（
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
六
か
月
以
内
）
の
制
度
が
、

一
種
の
間
接
強
制
的
な
機
能
と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
我
が
国
で
も
著
名
な
元
韓
国
大
統
領
に
対

し
て
も
監
置
命
令
が
出
さ
れ
、
財
産
明
示
命
令
に
対
し
て
は
わ
ず
か
な
金
銭
が
全
財
産
だ
と
開
示
し
て
い
た
元
大
統
領
も
、
そ
の
履

行
に
応
じ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

㈡

実
際
に
監
置
を
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
事
よ
り
も
、
そ
れ
が
制
度
的
な
保
証
の
役
割
を
果
た
し
て
、
債
務
名
義
と
な
っ
た
権
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利
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
制
度
を
国
家
が
用
意
す
る
こ
と
は
、
国
民
の
権
利
実
現
の
た
め
に
債
務
名
義
を
付
与
し

た
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
セ
ッ
ト
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

債
務
名
義
と
執
行
は
手
続
と
し
て
は
別
物
で
あ
っ
て
も
、
権
利
の
実
現
と
し
て
は
不
可
一
体
と
な
っ
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
執
行
の
場
面
で
も
私
人
が
出
来
な
い
事
、
或
い
は
私
人
に
は
自
ら
限
界
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
債
務
名
義
が
画

餅
に
な
ら
な
い
よ
う
な
国
の
制
度
と
し
て
保
障
す
る
責
務
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
民
事
司
法
が
有
効
に
機
能
し

て
い
る
か
ど
う
か
は
社
会
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
そ
の
も
の
の
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

私
達
は
、
今
後
更
に
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
に
も
視
察
に
行
き
、
諸
外
国
が
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
債
務
名
義

の
執
行
力
強
化
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
制
度
を
備
え
て
い
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
な
ど
を
調
査
研
究

し
、
我
が
国
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
制
度
設
計
を
探
究
し
、
立
法
提
言
に
繫
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

九

最
後
に

二
年
近
く
に
わ
た
り
斎
藤
和
夫
教
授
の
も
と
で
、
様
々
な
担
保
・
執
行
法
や
金
融
、
知
財
な
ど
の
研
究
会
に
加
え
て
頂
き
、
理
論

と
実
践
と
は
車
の
両
輪
の
如
し
と
い
う
こ
と
を
身
を
も
っ
て
教
え
て
頂
い
た
。
弁
護
士
は
眼
前
に
あ
る
紛
争
解
決
に
対
処
す
る
場
合

が
多
く
、
と
か
く
実
践
の
み
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
理
論
な
き
実
践
は
危
う
く
、
ま
た
実
践
な
き
理
論
も
虚

し
く
感
じ
る
。

斎
藤
先
生
か
ら
法
の
精
緻
な
解
釈
を
通
し
て
、
実
践
を
支
え
る
法
の
役
割
と
機
能
の
重
要
性
を
教
え
て
頂
い
た
こ
と
に
対
し
最
大

限
の
敬
意
を
表
し
た
く
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
丁
度
こ
の
論
稿
を
執
筆
中
に
、
斎
藤
先
生
の
珠
玉
の
大
著
で
あ
り
ま
す
『
ド
イ
ツ
強
制
抵
当
権
と
Ｂ
Ｇ
Ｂ
編
纂
│
│
ド
イ
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ツ
不
動
産
強
制
執
行
法
の
理
論
的
・
歴
史
的
・
体
系
的
構
造
』
を
恵
贈
頂
く
と
い
う
身
に
余
る
光
栄
に
浴
し
、
こ
れ
ま
で
の
ご
指
導

と
と
も
に
重
ね
重
ね
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
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